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分科会Ｅ１ 

タブレット端末を活用し

１．従来の課題 
小学校国語科において、中学年の

らいは、「相手や目的に応じ，調べた

るように，段落相互の関係などに注意

能力を身に付けさせるとともに，工夫

うとする態度を育てる」である。また

事項の中には、「具体的な本や写真な

げて説明することが大切」とある。段

注意することは、教科書にある説明文

を付けさせている。しかし、子どもた

識や相手意識をもって書く学習活動を

難しい。また、単純に作文を書かせて

まうことも少なくない。教師が、いか

いを明確にして、言語活動を仕組むか

ではないだろうか。

 
２．目的・目標
（１）本の紹介文を書こう

本実践は、３年国語科単元名「本は

である。学習指導要領における国語科

４年）の指導事項にある「目的や必要

の要点や細かい点に注意しながら読み

用したり要約したりすること。」を取り

ものである。その際、「読むこと」の言

介したい本を取り上げて説明すること

実践である。

だからこそ、書く視点や書き方を指

童一人一人にあらすじや感想を書かせ

の内容を理解しているか、要約できて

っかりと指導をしたところから本単元

る。グループで友達に何を伝えたいの

のか十分に話し合うことを行った。そ

動に移り、順序立てて書くことをねら

アナログの段階で一人一人が本の内容

らすじをしっかりと書き、そして、思

とができるデジタルの良さを生かして

フレット」を仕上げたアナログとデジ

実践である。 

写真１ ストーリーの推敲の

して、グループおすすめの本の紹介リーフレ
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「書く」領域のね

たことなどが伝わ

意して文章を書く

夫をしながら書こ

た、記述に関する

など事物を取り上

段落相互の関係に

文を読むことで気

たち自身が目的意

をすることは中々

て終わりにしてし

かに計画的に、狙

かが課題となるの

は友だち」の実践

「読むこと」（３、

要に応じて、文章

み、文章などを引

り上げて指導した

言語活動例「エ 紹

と」を具体化した

指導した上で、児

せ（写真１）、本

ているかなどをし

元を始めたのであ

のか、どんな話な

それから、書く活

らった。つまり、

容を要約して、あ

思い通りに作るこ

て、「本の紹介リー

ジタルを融合した

の様子 

（２）デジタルリーフレットを

本実践では、３人グループに

（iPad）を使用することにした

ープで互いに顔見ながら活動が

協働学習に適していると考え、

ルリーフレットを作ることにし

プでの協働学習では、撮影をし

りと一人一人が役割もち作成す

ープの中で互いに関わり合い、

タルリーフレット作りを通して

てたいと考えた。 

写真２ デジタルリーフレ

 
３．実践内容
３．１ 本の紹介文を書こう

 本実践の前単元の物語教材「海

図書）では、ファンタジーの面

践では、その学習を生かし、フ

り味わえるように、ファンタジ

て読み、友達に紹介する学習活

読んだ本の中からグループのお

して選定した。「本の紹介リーフ

紹介文の書き方を教科書で学ん

プリントに沿ってあらすじと感

けない子もいるが、国語科での

員が評価基準を達成できるよう

の一つは、プリントの工夫であ

単な例文を載せ、どう書けばい

けるようにした。また、推敲し

幅を広くした原稿用紙を使い、

に修正を書けるようにした。２

ある。できる限り教師が目を通

をして書き上げさせた。

 全員が書いたものをグループ

に、一人一人が書いた文章をグ

読み合い、良いと思う表現のと

た。赤線のところを基にして話

らすじと感想をそれぞれ一つに

合い活動では、本を読み返して

ットを作ろう 
小学校 教諭 菊地 寛 
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、デジタルリーフレット 

 

を作ろう 
に１台のタブレット端末

た。iPadを囲んで、グル

ができるので、グループ

iPadを活用してデジタ

した（写真２）。グルー

したり、文字を入力した

することができる。グル

話し合いながら、デジ

て、思考力や表現力を育

レット作成の様子 

海をかっとばせ」（光村

面白さを味わった。本実

ファンタジーの世界をよ

ジーの本を図書室で探し

活動を行うことにした。

おすすめの本１冊を相談

フレット」を作るための

んだ後，教師が用意した

感想を書いた。十分に書

の学習活動であるため全

な手立てを講じた。そ

ある。プリントには、簡

いいのか再確認して、書

しやすいように、行間の

たとえ間違えても行間

つ目は、教師の確認で

通して、一人一人に指導

プで一つにまとめるため

グループの中でお互いに

ころに赤線を引き合っ

話し合いをしながら、あ

にまとめていった。話し

て内容を確認したり、お



C M Y K

P044-063分科会Ｅ１.dsz Tue Feb 25 09:21:49 2014

ＣＥＣ成果発表会 

- 49 -

互いの考えを理解するために聞き直し

の文章にまとめていった。そして、何

のか、初めて読んだ人でも分かりやす

になるにはどうしたらよいか、表現の

仕上げた。（写真３）

 

 

写真３ グループで一つにまとめ

３．２ デジタルリーフレットを作ろ

 自分たちが伝える内容に合わせて、

レット」で使う挿絵を選んだ（写真４

枚数の指定はせず、あらすじや感想の

を選んだり、本の全ての内容が分かっ

うな挿絵を選んだりとグループで話し

用する挿絵を決めた。決めた挿絵は iP

の紹介リーフレット」でそのまま使え

下書きしたあらすじと感想を基に、デ

ット作成アプリ「E-REPORT COMP」に文

た。そして、挿絵の写真を取り入れ、

上げていった。出来上がった作品は、

相互交流を行った。１回目では、うま

分からないといったマイナス要素を中

えることをした。それを受けて、ブラ

し、作品を仕上げるためである。そし

互交流では、互いに読み合って良さを

て、実際の読書活動へと繋げていった

写真４ 使う挿絵を相談す

 このアプリの機能の中に「付箋機能

や相互交流の１回目で互いにアドバイ

そのアドバイスを受けて、ブラッシュア

ブラッシュアップするときには、新し

をコピーしてから修正させた。そのこ

したりして、一つ

何を伝えたらよい

すい「本の紹介」

の仕方を工夫して

 

めるところ 

う 
「本の紹介リーフ

４）。使う挿絵の

の内容と合う挿絵

ってしまわないよ

し合いながら、使

Padで撮影し、「本

えるようにした。

デジタルリーフレ

文書の入力を行っ

「本の紹介」を仕

クラス内で２回

まく伝わらない、

中心に製作者に伝

ラッシュアップを

して、２回目の相

を認め合い、そし

た。 

る様子 

能」があり、教師

イスを書き込んだ。

アップをさせた。

しいページに全て

ことで、修正する

前後が比較でき、どう変わった

たらいいのか子どもたち自身が

考えたからである。最後の相互

一人は説明をしたり、評価の内

の工夫をすることで、評価が一

の思いや考えを確認し、認め合

５）。 

写真５ 相互に見合っ

４．成果 
グループでの協働学習を進め

意見だけを発言し、相手の意見

手の意見に付け足しをしたり、

学習指導要領での中学年の国語

い活動の姿が少しずつ見られる

のことにより、作品の仕上がり

れ、より洗練されるようになっ

の協働学習では、一人一人が考

合い活動が多かったが、その場

たり、自分の意見を言ったりと

るようになった。まだ十分では

話し合い活動の内容が充実し、

判断力が育ってきたと感じるこ

単元の学習のゴールは、決まっ

く、試行錯誤しながら作ってい

きるところまで作らせるように

童自身が学ぶ意義や楽しさを感

う。

学級の児童は、常に喧嘩が耐

難や中傷する児童が多かった。

一人一人の良さを認め合うこと

グループ案を考えるときは、良

を引いたり、相手の考えを否定

め合う話し合う活動を行ったり

とにより、個人の力の差に関係

たり、相手の考えや言いたいこ

りする児童が多く出てきた。そ

がったときには、どの子もグル

を喜び合っていた。その姿から、

グループの子ども同士の絆が深

 
５．今後に向けて 
本実践では、本の紹介をデジ

う形でまとめたが、違うテーマ

ーフレットを活用できるのか、実

たのか、どこをどう変え

が気付くことができると

互評価では、グループの

内容を聞いたりして、場

一方通行にならず、互い

合うことができた（写真

っているところ 

めていくうちに、自分の

見を聞くのではなく、相

代替案を提案したりと

語科で求めている話し合

るようになってきた。そ

も少しずつ変化が見ら

っていった。グループで

考えをもった上での話し

場で相手の話を聞き考え

する活動が常に見られ

はないが学習前に比べて

発言内容から思考力や

ことができた。また、本

った正解があるのではな

いき、自分たちが納得で

にした。そのことで、児

感じることができただろ

耐えなく他人の行動を非

そこで、本単元では、

を学習の柱にしてきた。

良いと思うところに赤線

定をせず相手の考えを認

してきた。そうしたこ

係なく互いの良さを認め

ことを理解しようとした

そのため、作品が出来上

ループの中でできあがり

、本学習活動を通して、

深まったと感じた。 

ジタルリーフレットとい

マで、同様のデジタルリ

実践を進めていきたい。 




